
第5回産直産地交流会
が行われました。

報告を受けての
組合員の感想(抜粋)
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実施日時 ／
点 検 先 ／
参 加 者 ／

2015年2月13日（金）　10:00～14:00
ホテル・アゴーラ リージェンシー堺
組合員（いずみ市民生協187名、
　　　　わかやま市民生協19名）
生産者・お取引先117名（米関係33名、
畜産・卵・水産・牛乳16名、農産関係68名）

紀ノ川農協では、生産者の方の
高齢化がすすむ中、若い方が農
業を志し、より良い商品を作る
ため切磋琢磨しておられるよう
です。心より感謝です。今後もよ
ろしくお願いします。

紀ノ川農協のきゅうり部会は若
い人たちが農業に真剣に取り組
み、美味しいきゅうりをつくろう
と頑張っている様子がよくわかり
ました。もっともっと若い人が活
躍できればいいですね。

冨田農園さんは震災の被害で苦
しい思いをされ、また、大雪の被
害に遭われ、それでも挫けずにみ
ず菜を美味しく育成されていて
頭がさがる思いです。これからも
どんどん食べさせていただきま
すので、がんばってほしいです。

（冨田さんのお話を聞いて）
震災の大変さ、大切に育てた
みず菜を破棄することはつら
かっただろうなと思いました。
その中で、いずみ市民生協の
みず菜の販売が続けられたこ
とについて、うれしさが伝わっ
てきました。おいしいみず菜
をつくることが恩返しになる
との思いが、おいしいみず菜
を作るのでしょうね。

産直産地レポート

和歌山県紀ノ川農協
からは、農業離れが多
い中、若い自分たちが
しっかり受け継ぎ、繁
栄させていきたいと
力強い報告がありま
した。

茨城県冨田農園から
は、東日本大震災での
被害と風評被害で苦
しんでいた時に、いず
み市民生協の利用で
支えられたとの報告
がありました。

紀ノ川農協
きゅうり
部会

冨田農園
みず菜

生産者より

シリーズ

第11回
―　農薬の基本のお話⑤ 「農薬のポジティブリスト制度」と食品安全行政　―　

1. 農薬のポジティブリスト制

（1）2002年、中国産冷凍ホウレンソウの残留農薬問題や
国内産地での無登録農薬事件＊などが起き、
「ネガティブリスト制度」の問題点がクローズアップ
されました。

（3）2003年の食品衛生法改定に基づき、2006年から
「ポジティブリスト制度」が施行されました。
「ポジティブリスト制度」では、すべての農薬が規制の
対象となり、基準値をオーバーする食品（加工食品
含む）は流通が禁止されることになりました。

（4）ポジティブリスト制度の基準値の適応

（2）ポジティブリスト制度以前の「ネガティブリスト制度」は
原則規制がなく、「規制するもののみリスト化して示す」
という方式で、残留基準が設定されていない農薬に
ついてはいくら残留していても規制できませんでした。 2. 2003年、「食品衛生法」の改正と合わせて、

「食品安全基本法」が制定され、食品のリスクを
評価し、管理する社会的な仕組み「食品安全行政」
が作られました。

規制や指導等のリスク管理を行う関係行政機関（厚生労働
省や農林水産省など）から独立して、科学的知見に基づき客
観的かつ中立公正にリスク評価を行う機関で、内閣府に設
置されています。

（2）食品安全委員会

「0.01PPM」は非常に微量な濃度で、隣の畑で使った農薬が
飛んできただけで、超えてしまうような値です。

（5）「一律基準」は、人の健康を損なうおそれのない量
として0.01PPMに定められています。

①

②

③

「国民の健康の保護が最も重要」との基本認識が
確認されています。
食の安全確保のための国や行政、食品関連事業者の
責務と消費者の役割が示されています。　
この法律に基づいて、「食品安全委員会」が設置され
ました。

（1）食品安全基本法

残留農薬や食品添加物、食中毒など様々な食品に関するリスク
については、「食品安全委員会」で科学的に評価がされ、世の中
に公開して広く意見を聞いた上で、基準が作られるようになり
ました。

＊農薬の容器
ラベルのイメージ
イラストまたは、実際の写真
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スポイト
0.2ml 

スポイト
0.2ml 

2002年、大阪市生活衛生課が無作為に選んだ洋ナシから
「無登録農薬」のダイホルタン（発ガン性の疑い）が検出され
た。これを皮切りに「無登録農薬問題」は全国に波及し、販売
が確認された無登録農薬は10種類にも及びました。

＊無登録農薬事件

食品安全行政のしくみ

250名の科学者
食品安全委員会

消費者・事業者

厚生労働省農林水産省消費者庁 環境庁

化学物質の
評価してね

報告します

意見交換

リスク評価 リスク管理

リスクコミュニケーション

きちんと生協も
参加して意見を
述べます

1PPMとは100万分の１ 0.01PPMとは１億分の１

家庭のお風呂に
一滴たらした濃度

25メータープールに
一滴たらした濃度

お風呂
200L

プール
20,000L

「ネガティブリスト制」

原則「規制なし」

「規制するもの」
をリスト化

「ポジティブリスト制」

原則「規制」

すべての農薬
を規制

国際基準や
欧米の基準が
あるもの

国外にも
基準がないもの

国際基準や
欧米の基準を参考
にした「暫定基準」

0.01PPM
日本の
残留基準

暫定基準 一律基準

基準を超えて農薬が残留した場合、流通を原則禁止。

適
応
基
準
値

日
本
の
残
留
基
準

設定されている
農薬

設定されていない
農薬

＊残留基準値は、農薬と作物ごとに定められています。
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